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学認クラウドオンデマンド構築サービス(OCS)の特徴

 テンプレートを用いて、オンプレミスやクラウド(IaaS)上にアプリケーション実行環
境を構築するサービス
 仮想プライベートネットワーク（VPN）内に利用する資源を囲い込み、仮想クラウドコントローラ

から操作することで、全ての資源を統一的に利用できる。
 仮想クラウドコントローラの操作は、可読性が高いテンプレート（JupyterNotebook）からの操

作が可能。
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OCSの特徴（テンプレート）
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図表を組み合わせた説明を挿入できる

スクリプトを組み込むことができ、ここから
実行できる。実行結果を残すことも出来る。

他者が作ったテンプレートの流用も可能



利用例（Pythonプログラミング教育）

 CoursewareHubとは
 NIIで開発を進めている講義・演習システム

 JupyterHub + 講義のためのモジュール群

OCS用テンプレートは以下から公開
 https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-

templates/tree/master/CoursewareHub

 OCS+CoursewareHubの特徴
 授業内容に応じて計算資源の増減が容易

20人の授業： 2 VMで環境を構築

100人の授業： 10 VMで環境を構築

 特定クラウドにロックインされない

 オンプレとクラウドを跨った環境を作れる
例、オンプレ資源が枯渇したときのみクラウドを利用
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CoursewareHubでのデータ集約・配信
（2021年度 NII情報処理技術セミナー

（クラウド編）より引用）



OCSを利用したアプリケーション配備例

 オンプレ・複数の実クラウドを跨ってのアプリケーション配備が可能！
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動作フロー
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今回のハンズオン概要

① 学認クラウドオンデマンド構築サービスの概要、公開テンプレート、お試し環
境等の紹介
 学認クラウドオンデマンドサービスの構成、クラウドプロバイダとの接続形態、利用要

件などを説明

② オンデマンド構築サービスの基礎と活用方法
 学認クラウドオンデマンド構築サービスの基本的な利用方法を体験。さらに、

JupyterHubを講義演習用に国立情報学研究所で拡張したCoursewareHub概要を紹
介

③ オンデマンド構築サービスを使ったアプリケーション構築演習
 オンデマンド構築サービス上において、複数人で利用可能な演習用軽量JupyterHub
の配備とカスタマイズ方法を演習形式で説明
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今後の展開

 運用
 2022年4月よりSINET6に移行して運用中

 大学・研究機関で共創する産学官連携のためのデータプラットフォーム（mdx）でも運
用可能 （https://mdx.jp/）

 ハンズオン
 年に4回程度開催しており、次回は国立情報学研究所 オープンフォーラム関連イベ

ントとして６月頃開催予定。

 試用環境
 主にハンズオン受講者を対象にした試用環境の提供（１ヵ月程度）。

 各種お問い合わせ
 NIIクラウド支援室 cld-office-support@nii.ac.jp

OCS 2023.3.10ハンズオンセミナー（ ） 8 Copyright 2023 National Institute of Informatics

OCSを用いての共同研究提案・長期試用希望等御座いましたら、ご相談ください！

https://mdx.jp/


よろしければ、OCSユーザ登録をお願い致します！
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 ご登録頂ければ、OCSに関する各種情報
（OCSハンズオンセミナー、ユーザーズ

ミーティング、など）をお送りさせていただき
ます！

 OCSの利用を検討中の状態でも登録頂け
ます！

https://reg.nii.ac.jp/m/ocs_user_registration 
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